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１．事案の概要

個人所属セスナ式１７２Ｍラム型ＪＡ３８５３は、平成２６年３月５日
（水） 訓練飛行 ため 時 分ごろ愛知県営名古屋飛行場を離陸（水）、訓練飛行のため１１時３９分ごろ愛知県営名古屋飛行場を離陸
し、愛知県豊田市上空を飛行中の１１時４７分ごろ、同市篠原町大沢に
設置してある高電圧送電線用鉄塔に衝突した。

同機には、機長ほか同乗者１名が搭乗していたが、全員が死亡とな
り、機体は大破、飛散した。

２．初動調査実施概要
・ ３名の調査官を３月５日から８日の日程で派遣
・ 散乱していた機体残がい等の状態及び位置調査の実施散乱していた機体残がい等の状態及び位置調査の実施
・ ＧＰＳ記録装置の確保
・ 搭載用航空日誌など搭載用書類の確保
・ 目撃者複数名及び整備士からの口述聴取・ 目撃者複数名及び整備士からの口述聴取
・ 整備記録等の入手
・ 県営名古屋飛行場の管制機関及び気象機関等からの情報収集

電力会社からの情報収集・ 電力会社からの情報収集
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右主翼先

● 現在までに判明した飛行の経過

事故当日の朝、名古屋飛行場は視程が悪く、計器気象

右主翼先
端側半分
発見場所

状態であったが、同機は、１１時２５分に有視界気象状態
となった直後の１１時３９分に離陸した。同機は有視界飛
行方式での飛行であったが、当日、東海～関東地方の天
候は く 経路上 雲がかなり低 状 あ た候は悪く、経路上の雲がかなり低い状況であった。
衝突した鉄塔頂部の高さは海抜約２６５メートルで、そ

の頂部から約５.５メートル下部に衝突したと考えられる。
なお 現在のところ機体不具合が関与した情報はないなお、現在のところ機体不具合が関与した情報はない。

● 今後の調査予定今後 調 予定

・ レーダー航跡の入手
・ 気象情報の入手
・ ＧＰＳの解析
・ 出発の判断に関する事項
・ その他必要と思われる事項右主翼先

端側半分端側半分
発見場所
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事故機の飛行経路概要 （国土地理院地図使用）

愛知県営名古屋飛行場愛知県営名古屋飛行場

直線で約２２Km

事故機が衝突した鉄塔

出発後、ほぼ衝突現場への方角をとって飛行。

経路の詳細は、レーダー航跡及びＧＰＳデータ 事故機が衝突した鉄塔経路の詳細は、レ ダ 航跡及びＧ Ｓデ タ
入手後に分析する予定。
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